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2025年7月2日 

 

 大樹生命保険株式会社（代表取締役社長：原口 達哉、以下「当社」）は、2025年８月１日から、新

商品「認知症ガード ケアα＊」を発売します。 

認知症は、現在の医療技術では、根本的な治療方法は確立されていませんが、生活習慣の見直しなどの

適切な対策を行うことで、認知症を予防することやその進行を遅らせることができる可能性があること

から、認知症になる前の「予防」や「早期発見・治療」が重要となります。このため、認知症になる前の

予防と早期発見・治療のきっかけを提供しつつ、認知症発症後に発生する経済的な負担にも備えることが

できる保障を開発しました。 

 また、認知症当事者の方から伺った、「認知機能低下の早期発見や、認知症発症前から発症後までのご

本人やご家族の継続的なサポートが大切である」という声を踏まえ、「気づく」×「支える」×「見守る」

をコンセプトに、新商品の開発にあわせ「大樹の認知症サポートサービス」に新たなサービスを導入しま

す。 

大樹生命は、認知症ご本人とそのご家族によりそい、商品とサービスを一体でご提供することにより、

認知症へのトータルケアを実現してまいります。 

＊「認知症ガード ケアα」とは、特定認知症保障特約025および認知症早期発見・治療支援特約025を付加したパッケージ

商品の呼称です。 
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（１）「2025年問題」と「認知症基本法」の施行  

2025年には団塊世代全員が75歳以上となります。厚生労働省の推計によれば、国民の5人に1人が

後期高齢者という超高齢社会に突入することになり、社会保障費の負担増加や医療介護体制の維持困

難化、ビジネスケアラーの増加など様々な問題が生じます。 

特に認知症を取り巻く状況は深刻であり、認知症による社会的・経済的な負担の増大等が予想され

ています。2024年１月には認知症の人が自身の尊厳を持ち、希望を抱いて生活を送れるようにする

ための法律として、「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が施行され、2024年12月に

認知症施策推進基本計画が策定されました。 

■認知症施策推進基本計画より一部抜粋 

 

 

（２）認知症の実態 

認知症有病率*は、加齢とともに上昇し、特に女性の方が高い傾向にあります。平均寿命と健康寿

命の差、すなわち、「入院や介護など誰かのお世話を受け、日常生活に制限のある期間」は年々大き

くなっており、現在約10年ほどです。 

＊「有病率」とは、「ある一時点において、疾病を有している人の割合」をいいます。 

 

■男女別年齢階級ごとの認知症有病率      ■平均寿命と健康寿命の差（2022年） 

（2022年） 

 

 

加齢とともに有病率が高まる認知症は、現在の医療技術では根本的な治療法が確立されていませ

ん。しかし、認知症の前段階である軽度認知障がい（MCI）で早急に適切なケアをすることで、認知

           

          
        

           

           
             
          

         

             
            
            

1 開発の背景 

[出典] 厚 労働省 令和4年簡易 命表  令和4年
 口動 統計  令和 4 年国民 活 礎調査 
 り 社  作成 

[出典]  令和 5年度老  健事業推進  補助金『 
  及び軽度   害 有病率調査並び 将来
推計    研究』（研究代表者九州大 二宮
  ）  り 社  作成 

（ ）

  

   

4  

   

 5     5     5    

   

  

  
55 

      

 5 
   

      

 5 45 

    5 

   5  

 
 

 
 

    

    

      

    

    

     



3 

 

症の発症を遅らせることができ、健常な状態へと回復することもあることから、健康寿命を延ばすた

めにも、認知症の予防や早期発見・治療が重要となります。 

■認知症の進行イメージ 

認知症や軽度認知障がい（MCI）の患者数は今後も増加傾向にあることが見込まれており、誰でも

なりうる身近なリスクとなっています。 

■65歳以上の認知症・MCI患者数推計 

 

 

（３）認知症が進行することによるご家族への負担増加 

要介護認定され、公的介護保険制度の支給限度額の範囲内で介護サービスを利用した場合は、自己

負担は一部にとどまりますが、認知症の進行に伴い支給限度額を超える介護サービスを利用する場合

や公的介護保険制度対象外の訪問介護・家事代行サービス等を利用する場合、認知症状態になっても

要介護認定されずに公的介護保険制度の対象とならない場合には、自己負担額が高額となることもあ

ります。 

認知症に対する不安について、４割の方が「経済的に苦しくなるのではないか」と回答しており

（内閣府「認知症に関する世論調査」より）、認知症による経済的な負担に対する保障ニーズは、今

後ますます高まる可能性があります。 

■認知症に備えておきたい金額の目安 

 
＊住宅改修費等 

[出典] ニッセイ基礎研究所「2024年度 認知症介護家族の不安と負担感に関する調査」、東京都福祉保健局高齢社

会対策部計画課「令和4年度認知症高齢者数等の分布調査」から計算 

 

このような背景を踏まえ、認知症を予防・早期発見しつつ、進行したときの経済的な備えもできる

認知症保険、「認知症ガード ケアα」を開発しました。  
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『   及び軽度   害 有病率調査並び 将来推
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2 商品内容 

（１）しくみ図・保障内容 

＊1 特約の締結日からその日を含めて2年以内に特定認知症保険金・認知障がい支援保険金の支払事由に該当した

場合、保険料の払込方法にかかわらず、特約の月払保険料×経過月数をお支払いします。 

＊2 いずれかの支払事由に該当し、認知障がい支援保険金をお支払いした場合、認知症早期発見・治療支援特約

025は消滅します。 

※死亡のときは、それぞれの特約より、特約保険金額の10%をお支払いします。 

 

【保障される認知障がいの範囲について】 

＊3 器質性認知症 

脳内に後天的におこった器質的な病変あるいは損傷により脳が壊されたことで、一度獲得

された知能が持続的かつ全般的に低下した状態 

＜例＞・アルツハイマー病の認知症 ・血管性認知症 ・前頭側頭型認知症 

・レヴィ小体型認知症  

＊4 意識障がい 
通常、対象を認知し、周囲に注意を払い、外からの刺激を的確にうけとって反応することが

できる状態を意識がはっきりしているといいますが、この意識が障がいされた状態 

＊5 見当識障がい 

次のいずれかに該当する場合 

◇時間の見当識障がい：季節または朝・真昼・夜のいずれかの認識ができない 

◇場所の見当識障がい：今住んでいる自分の家または今いる場所の認識ができない 

◇人物の見当識障がい：日頃接している周囲の人が認識できない 

※器質性認知症および軽度認知障がいの診断確定には、認知機能検査および臨床検査（画像検査を含む。）の両方

が実施されていることが必要です。
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（２）主な取扱い 

・付加できる保険種類：大樹セレクト（無配当保障セレクト保険） 

 特定認知症保障特約025 認知症早期発見・治療支援特約025 

加入年齢範囲 40～75歳 

保険期間 有期型 または 終身型 

保険金額 100～1,000万円（10万円単位） 

10～100万円（1万円単位） 

＜付加限度＞ 

特定認知症保障特約025の特約保険金額の1/10 

解約返戻金 
なし 

※保険期間終身の場合、保険料払込期間満了後は特約保険金額×10％ 

※認知症早期発見・治療支援特約025は、特定認知症保障特約025とあわせて付加する必要があります。 

 

（３）保険料例 

■設例 

・「特定認知症保障特約025」の特約保険金額：500万円、 

「認知症早期発見・治療支援特約025」の特約保険金額：50万円 

・保険料払込方法：月払、口座振替扱 

・保険料払込免除特約016：付加なし  
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 新商品「認知症ガード ケアα」の発売にあわせて、認知機能低下の早期発見や、認知症発症前から発症

後までのご本人やご家族の継続的なサポートについて、「気づく」×「支える」×「見守る」の３つをコ

ンセプトとした新たなサービス・コンテンツを導入します。 

※優待価格・優待特典付きのサービスのご利用については、所定の条件がある場合があります。 

※「大樹の認知症サポートサービス」については、 

当社ホームページ（https://www.taiju-life.co.jp/ninchi/）でご確認いただけます。  

■認知機能チェック 

5つの認知機能を簡単な問題でチェックできます。認知機能は

トレーニングにより鍛えることができます。 

（提供：株式会社エス・エム・エス） 

■スマート脳ドック【NEW】 
頭部MRI/MRA、頸部MRAによる脳の検査を、スマートフォン

やPCで予約のうえ受診できるサービスです。優待価格でご利

用できます。 

（提供：株式会社ユカリア） 

■MCIスクリーニング検査プラス 

【NEW】 

軽度認知障がい(MCI)のリスクを調べる検査を優待特典付き

でご利用できます。（提供：株式会社MCBI） 

  

■認知症ポータルサイト 

「テヲトル」【NEW】 

認知症のご本人、ご家族、関わるすべての人が希望をもって認

知症と向き合うことができるようにひとりひとりにあったコ

ンテンツやサービスをお届けします。「もの忘れ相談ナビ」で

は、もの忘れに関する相談ができる全国の医療機関を検索で

きます。（提供：テオリア・テクノロジーズ株式会社） 

■家族信託【NEW】 

認知症などにより将来ご本人の意思能力が低下した場合に備

えて、ご家族などが財産の管理や運用を行うための仕組みで

す。コンサルティングサービスを優待価格でご利用できます。 

（提供：株式会社ファミトラ） 

  

■身元保証・見守りサービス 

「おひさぽ」【NEW】 

おひとりさまの見守りサポートや入院・施設入所の際の身元

保証人の代替、各種手続きの事務支援などがセットになった

サービスです。 

（提供：トリニティ・テクノロジー株式会社） 

大樹                     つ   

https://www.taiju-life.co.jp/ninchi/
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＜認知症サポーターの養成＞ 

 当社では、厚生労働省が推進する「認知症サポーターキャラバン」事業に賛同し、2020年より全国

の営業職員の『認知症サポーター』養成に取り組んでいます。全国の当社営業職員が認知症サポーター

として、お客さまからより一層信頼されるサービスの提供と「認知症になっても安心して暮らせる地域

づくり」に貢献してまいります。 

 

以 上 

 

 

 

  

  ニュ  リリ      募集 目的             概要 み 説明      。 

 検討          パ フレッ    び 設計書   概要       要  項  説明 

 注意喚起情報   必ず 覧    。       際          － 款  必ず 覧    。 

 

※  契    り－ 款   容   売日以降  社ホ ムペ ジ（https://www taiju 

life co jp/yakkan_search/）            

※      タ    

    つ  正 く理解  偏  持            温  目  守  応 者 

    

       タ 養成講座   講者       タ   り     齢者      

   くり 取り組ん      
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